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はじめに

1．環境基本計画による環境教育

　平成12年12月22日の環境庁の環境基本計画によると、環境教育・環境学習にっいて次のよう

な記述がある。

　環境教育・環境学習は、各主体の環境に対する共通の理解を深め、意識を向上させ、問題解

決能力を育成し、各主体の取り組みの基礎と動機を形成することにより、各主体の行動への環

境配慮の織り込みを促進するものである。

　このような観点から、環境教育・環境学習は、一般的で基礎的なものから専門的なものまで

を、各主体の行動の特性を踏まえて効果的に広く、国民を対象として実施する。特に、環境保

全のための取り組みに重要な役割を担う者や次世代を担う年齢層については、環境教育・環境

学習の必要性が高く、その実施の効果も大きいと考えられることから、重点的な実施を図る。

　また、環境教育・環境学習の内容については、従来から行われている環境汚染や自然保護の

枠にとどまらず、消費、エネルギー、食、住、人口、歴史、文化などを含めた持続可能な社会

実現のためのものへと幅を広げるとともに、知識蓄積型ではない「多岐にわたる体験を通じて、

自ら考え、調べ、学び、そして行動する」という過程を重視した環境教育・環境学習への拡大

を推進していく。（第2部第2節持続可能な社会の構築に向けた環境政策から）

　私たちは、このような視点も踏まえて実践を継続するようにしている。生徒を主体とした学

園内植物との関わりであるが、順を追って説明していきたい。

2．附属中学校・高等学校の概観

　本学園内は、樹木が多く、春夏秋冬を通じて空き地に野草が棲息し、自然観察をするのに恵

まれた環境にあった。しかし、ここ十数年の間に校舎や建築物の建造のために、従来あった自

然環境は崩れっっある。附属中学・高校ではカリキュラムの中で自然観察の一貫教育としてこ
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れらの野草観察と調査を理科教育の中で数十年前より実施してきている。特に附属の卒業生で

ある越尾と原田が著わした本学園内の「身近な野草図鑑」〔朝日出版サービス〕は1983年に出版

以来、数十冊を購入し、授業活動で愛用されているものである。

　生徒にとっては、卒業生が著した本と言うことで野草に対する興味を一層そそることができ

る。この本には百数十種以上の春、夏、秋、冬と、四季折々に棲息する野草の写真が掲載され、

学園内のどこに何があるのかを示唆してあるので使用するの非常に都合がよい。

　本校の中学理科のカリキュラムの中で「野草の観察」を取りあげ、本学の野草を教材化し、

独自の授業実践を実施している。現在の実践事例について紹介する。

　高校のカリキュラムで理科教育が黒板と座学だけで終わらせないで観察、実験中心の講座を

開講することを目的とし、理科教科会で検討した結果、自然科学実験講座を開講する運びとなっ

た。数年前から実施しており、現在では8講座開講している。この講座の中で本学園の自然環

境を活用して教材化をし、環境教育の一助となっている。また、野草の棲息環境を保全するた

めに中・高等学校の教員を中心にして「家政ビオトープ」を2001年度より設置した。特に自然

のままの野草の生育観察をするのに都合のよい場所となりっっある。

1．本学園の中学理科における学園内の教材活用の実践

　本学園の中学校では、理科の第2分野の中学校1年の範囲で野草観察と調査が実施されてい

る。ここでは本校教員が教材化して実践したものを紹介する。そしてこの実践に対して考察を

試みる。

1．春の野草の観察と調べ学習

　①1999年度に実施した実践事例を紹介する。資料1に掲載したように、「身近な生物を調

　　べてみよう」というタイトルで実際に本学囲の野草を教材化し、タンポポの種類を取り上

　　げてカントウタンポポを調べるようにしている。

　②資料2から資料6までは、「春によく見られる野草」で本学圏内にあるムラサキダイコ

　　ンからカタバミまで18種類の野卓の観察と調べ学習をしている。

　③最後の資料6は、確認テストの問題である。

2．秋の野草の観察と調べ学習

　①イヌタデからホトトギスまでの9種類の野草を資料8から資料9までで取り上げている。

　　これらのものは秋の野草として本学園内に棲息しているものである。

　②これらの野草の場所と環境状態を観察し、調べ学習として教材に活用している。

3．教材化への考察

　①タンポポを取り上げているのは環境植物の指標植物としての裏づけがあってと推察する。

　　植物群の地域性や、帰化植物の生態系を中学校及び高等学校の高学年になって、観察調査

　　する機会がいずれはある。これらを取り上げていることは、今後の環境教育などを含めた

　　伏線があると推察できる。
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②全国タンポポのマップを作る運動が現在、展開されている。きちんと中学校の段階で種

　類と形態の違いを調べようとすることは、タンポポの生態系を調査する道に繋がると考え

　る。

③　春の野草、18種類の観察から「背の丈」、「踏みっけ」、「日当たり」「土の状態」などを調

　べことによりそれぞれの生育環境と生態系を理解することができる。

④最後に確認テストを実施することから野草の名前を覚えようとする工夫がうかがわれる。

⑤秋の野草は葉の形態などの調べ学習から種類の分類をし、さらに根、茎、花弁、ガクな

　どの違いを調べるようにしている。これは、野草観察から植物生理へと発見学習に繋がる。

⑥検索表を生徒に渡して、自ら調べることを意識的に習慣を付けることができる。

ll．本校の高等学校の自然科学実験講座における本学園の野草の教材化

　前述したように高等学校の自然科学実験講座で2001年度に教材化したものをここで紹介する。

1．春の学園内の野草の観察

　資料9のように観察用のプリントを配布した。生徒がすでに実践したものである。実際に生

徒が記入したものであるので実態や状況を伝えるのにはよい資料と判断し掲載した。この実験

観察や、考察を通して指導上留意した点は、下記のとおりである。

　①生徒が自主学習する習慣付けを育成することに留意し、家庭学習によるレポートの整理

　　とまとめをするようにした。

　②すでに中学校までに野草の観察を数回にわたって実践している生徒もいる。ここでは観

　　察点の水準を上げて形態や、繁殖にっいて深あるように配慮した。

　③春の野草の特徴や、季節による環境の違いによって、野草の種類や分布について理解す

　　るように心がけるようにした。

　④生徒の考察や、実物のスケッチから分るように丁寧に時間をかけて観察記録をし、調べ

　　学習も中学校よりはるかに進化していると、判断した。

2．初夏に咲く草花や樹木の花の観察

　資料10で示したように樹木も含めてこの授業では展開した。留意した点は下記の通りである。

　①初夏の野草は、よく見かけるものを取り上げ、なぜ限られた種類のもが多いのかを考察

　　するようにした。それらの棲息分布は広く、また、繁殖力も強いものがある。その根拠に

　　ついて考察する。

　②生殖器官としての花の構造やシステムなどに触れて観察するようにした。

　③進化過程が花の構造から類推できれば独自の考え方を類推する。その結果、ここに、紹

　　介したレポートは、独白性があり、高校生とは思えない鋭いものを感じた。

3．ムラサキッユクサと、タマネギの表皮を使った、気孔、細胞、原形質流動などの観察は資

　　料11に示すようにここでは本学園内にあるムラサキッユクサを教材として使い、タマネギ

　　との比較から下記のような事項を留意するようにした。
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①自然科学実験講座の前回は動物細胞の観察をしていたので植物細胞との違いを観察から

明らかにする。

②植物の生理のしくみを理解するために植物にも動的な現象があることを観察する。

③生命活動の根源的な点に触れるため、細胞レベルの観察を顕微鏡を通してしっかりとス

　　ケッチし、動物との違いを自学自習で考察する。

④オオカナダモは、原形質流動を観察するのに優れた教材なので、この際これも活用する

　　ようにした。

4．本学園の秋の野草の調査

資料12に示したように秋の野草観察を実施した。留意する事項は下記の通りである。

①野草観察のもっとも大切なことは、自分で知らない野草を、図鑑などによって同定し、

　発見の喜びに似たものを体験することである。ここでは12種類の野草を取り上げたがそれ

　以外のものを自分で採取し、同定できるように留意した。

②秋の野草の特徴を、他の季節と比べて考えるようにし、「実りの秋」は、野草にもある。

　　そのためにこれらの野草の実りはどんなシステムによっているのか、形態から考察するよ

　　うにした。

③近年、帰化植物や、外来種の野草が非常に増えている。これらの繁殖能力を生態系から

　考察し、進化するとは何かを考えるようにした。

皿．おわりに

　本校理科教諭の中で、植物に対する愛着や、植物独白のもっ自給能力や、粘性とも表現され

る持久性と耐性は、現代社会のもっ人間の矛盾とを対峙させて志向する傾向があると考えるの

は、著者らの偏見なのだろうか。工学系の学問は、世間ではよくハードな側面が多いと言われ、

怜倒な感覚を感性として、また、知見性を陶冶し、さらに研磨し、切磋琢磨しなければならな

い分野とすれば、農学を中心にした生物分野は、ソフトな側面が多く、地球環境にやさしく、

微細な生命にも生きとし生けるものとして欄念の情を無意識の中に醸成すると考えるのも我々

の偏見であろうか。

　20世紀後半から地球環境の保全と言うことが言われて久しいが、中学高校の理科カリキュラ

ムのなかに、本学園の植物群を取り入れた教材開発は、環境教育のひとっの柱になると考えて

きた。今回、越尾、原田などによる「身近な野草図鑑」をはじめとし、実践例を紹介した。こ

れらは、多年にわたる資料の一部でしかないことをお断りする。本学園内の自然環境が破壊す

ることなく、永続性のあるものと願いっっ本稿を記述した。

IV．まとめ

　先の環境基本計画（環境省平成12年12月22日）によれば、人が生態系の構i成要素の一っであ

ることを認識し、自然との共生への理解を深めるためには、自然とのふれあいを確保すること
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が重要である。自然とふれあい、心のやすらぎや感動を得ることは、自然と関わり合う機会が

少ない生活を送る現代の人々が人間性を回復する重要なきっかけとなるものである。また、自

然に対する理解を深め、環境を大切にする気持ちをはぐくむためにも不可欠の体験である。

　このため、日常生活や余暇活動など様々な機会を通じ、人々が自然との豊かなふれあいを重

ねることができるよう、次のような施策を推進する。

　その際、人と自然とふれあいは、自然そのものとふれあうことを基本とし、活動の舞台とな

る多様な自然の特性を理解した上で、これを損なうことのないよう一定のルールの下で行うこ

とを前提とする。

　また、環境教育・環境学習の推進にも寄与するよう、自然の仕組み、人間活動が環境に及ぼ

す影響、人間と環境の関わり方、その歴史、自然と深い関係を持ちながら形成されてきた地域

の文化などにっいて幅広く理解が深められるようにするとともに、単純な知識の伝達に止まら

ず、体験を通じて自然に対する感性や環境を大切に思う心を育てることを睾祝する。

ア　地域の特性に応じて自然の探勝、野生生物の観察、風景の鑑賞、保健休養、生き物との出

　会いなど、様々な形での自然とのふれあいを確保するたδ6、必要な施設の計画的な整備を進

　める。特に国立公園などの重要な地域にっいては、総合的かっ計画的に用地取得、施設整備

　を進めるとともに、それらの施設の管理運営体制を適切に整備する。また、自然公園の民間

　事業者への助成措置の充実、利用拠点でのバリアフリー（barrier　free）対策を進める。

　　さらに、里山林、谷津田　屋敷林などを二次的自然とのふれあいの場として活用するたあ

　生きものと親しむ場や自然歩道などの整備を進める。

　　その際、特に充実したサービスに対する費用の徴収や地域住民の協力を得るため助成措置

　を含め、地域や利用者などの連携と協力による適切な管理を展開する。また、登山利用が近

　年激増している中高年層の利用に配慮する。

イ　自然観察会の開催、自然体験活動プログラムの実施、野外教育などを通じ、自然とふれあ

　う機会の提供を促進する。

ウ　自然公園のビジターセンターなどの施設やボランティアなどの活動を通じ、様々な自然と

　ふれあいの場やその利用方法などにっいての情報提供を勧める。また、自然の中でも自らの

　安全を自らの責任で守ることなどにっいての知識の普及を図る。

工　自然に対する感性の育成や自然に対する理解の深化などの目的に応じ、活動の内容、方法、

　手順などを示す活動プログラムの充実を図るとともに、その企画、調整、実践などに必要な

　様々な役割を担う人材を確保するたあ、研修、人材登録などの事業を進める。

　　さらに、自然体験活動を総合的に展開するための環境学習の拠点づくりを進める。

オ　国立公園などの豊かな自然環境がある地域において、自然環境を破壊することなく自然を

　体験し、その理解を深めるため、エコーッーリズム（ecotourisme）を推進する。このため、

　自然環境を案内する者（nature　guide）の育成と確保を図るとともに、その適切な活動を推

　奨する。その他、情報拠点などの施設の整備や地方公共団体、民間団体、事業者などで構成

127



宮澤　弘二・越尾　淑子・菊池　健夫

　され、利用ルールの協議、情報の集約、提供などを行う協議会の設置と活動の　促進などの

　取り組みを進める。

力　都市住民が自然とふれあう機会を確保する観点から、都市と農山漁村の交流の一環として、

　都市住民が農山漁村地域において滞在型の余暇活動を行うグリーン・ッーリズム

　（green　tourism）などを進めるとともに、分収林制度や協定などを活用し、公的機関や国

　民の参加による森林整備を促進する。（第2章第1節6　自然環境の保全と自然とのふれあ

　いの推進から）

　これらは、あくまで国の計画である。また、21世紀半ばを見通し長期的なものである。また、

環境教育や環境学習の場などにおいて・幅広く利用されることを期待すると示している。

　私共は、学園内の野草群と中学校・高等学校における取り扱いの実践例を中心に述べてきた

が、目的とするところは、上記の計画と共通するものがある。
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11）下郡山正巳：最新植物用語辞典，東京，廣川書店，1965．

12）小関治男，古谷雅樹他編：生物学辞典，東京，岩波書店，1996．

13）岩瀬徹，川名興：楽しい自然観察　雑草博士入門，東京，全国農村教育協会，2000．

14）清水矩宏，森田弘彦：日本帰化植物写真図鑑東京，全国農村教育協会，2000．

15）大田次郎ほか：生物学ハンドブック，東京，朝倉書店，1997．

16）高等学校理科指導資料　指導計画の作成と学習指導の工夫：文部省．1992．

17）高等学校学習指導要領解説　理科編　理数編，文部省，1992．
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18）理科資料：とうほう，1998．

19）越尾淑子，原田真知子：身近な野草図鑑，東京，朝日出版サービス，1897．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　Environmental　education　and　environmental　study　deepen　common　understanding

to　the　environment　of　each　school，　raises　the　consciousness　of　a　child　and　a　student，

and　raises　problem　solution　capability．

　　By　forming　the　foundation　and　the　motive　of　a　measure　of　each　school，　a　foldout

of　the　environmental　consideration　to　action　of　a　child　and　a　student　is　promoted．

　　From　such　a　viewpoint，　environmental　education　and　environmental　study　carry

out　a　thing　to　a　general　and　fundamental　special　thing　effectively　based　on．the

characteristic　of　action　of　a　child　and　a　student．

　　Especially　about　the　age　group　which　bears　the　person　who　bears　a　role　important

for　the　measure　for　environmental　preservation，　and　the　next　generation，　the　necessity

for　environmental　education　and　environmental　study　is　high，　and　the　effect　of

the　enforcement　is　also　considered　to　be　large．　moreover，　about　the　contents　of

environmental　education　and　environmental　study．

　　While　width　is　expanded　to　the　thing　for　the　maintainable　social　realization　which

did　not　remain　in　the　frame　of　the　environmental　pollution　or　the　protection　of

nature　which　are　performed　from　the　former，　but　includes　the　elements　covered

variably，　such　as　consumption，　energy，　a　meal，　shelter，　population，　a　history，　and

culture．

　　It　is　important　to　promote　the　expansion　to　the　environmental　education　and

environmental　study　which　considered　himself　and　thought　as　important　the　processi

nvestigation　and　which　learns　and　acts　through　experience　which　is　not　a　knowledge

accumulation　type．

　　We　are　making　practice　Continue　based　on　such　a　viewpoint．

　　The　end　is　explained　about　relation　by　the　plant　in　a　school　which　made　the

student　the　subject．

　　Calling　it　preservation　of　earth　environment　from　the　second　half　of　the　20th

century　has　been　said．　It　is　thought　that　the　teaching－materials　development　which

took　in　the　vegetable　group　of　this　school　to　the　curriculum　of　the　science　of　a　junior

high　school　and　a　high　school　becomes　the　pillar　of　envirollmental　education．

　　This　time，　the　treatment　of“the　familiar　wild　grass　pictorial　book”by　Koshio　and

Harada　was　described．

　　This　report　show　how　to　utilize　nature　vegetation　of　wild　grass　as　the　curriculum．

　　We　used　to　teach　this　curriculum　to　our　students　for　many　years．　They　learn

many　names　of　grass，　observe　their　form　that　grow　up　its　organization．

　　As　a　result　we　have　the　opinion　that　this　curriculum　contribute　education　of　the

bOtaniCal　enVirOnment．
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自然科学実験鵬座

2。。1㌔竪月IRn

コース 学
年

名前

　　春の学園内の野葦の蛾察

　　　1．実験の目的

1，学団内の春にある野草を採取し、野草の名称を覚える．

2．10積類以Eの野準を採取し，どこで、いつ採取したかを紀入することにより、遡って

　学習できるように†る．

S．5積煩を頓から正碑にスケッチすることにより、植物の組織や働きを観繋する。

4．形態の違いを観癖してそれらの植物の特徴について考祭する．

n．実験の手順

1，身近な野球図鑑を持参してフイルドにて、野草の生態を観繋する．名称をメモする。

2，根からしっかりと10種類の野草を採取「9－6．

3．水分が照発†ると婆れてしまうので、バケツなどに採取した槙物を保存する．

3．実験露に持ち備り、スケッチをする．

4．スケッチが終わったら，それぞれの植物e？特微について記入†る．

田，考察

1，5槌煩の植物の纂の形や茎および根の違いについて記述しなさい．

2，花やつぼみのあるものについては、観察からどのようにこれから簸殖するかを脅察しな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「’旨≡
　　さい．

3．今役t花やつぼみがまだないものや、あるいは根から繁殖できそうなものがあればその

　　二とにっいて形態から考療しなさい．

4，篇の野取の全体的な鰺徴として、亘や秋の野草と違いどんなことが類挿できるか．記述
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